
問
施
政
方
針
の
中
で
、「
こ
れ
ま
で
の

規
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
停
滞
感
を
打
破

す
る
躍
動
感
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
規
制
に
と
ら
わ

れ
な
い
具
体
的
な
取
り
組
み
と
は
。

答
市
長
／
こ
れ
ま
で
の
規
制
に
と
ら
わ

れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
市
立
病
院
東
側
の
土
地
利
用

に
代
表
さ
れ
る
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
抑
制

と
い
う
考
え
方
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、

法
律
の
許
す
範
囲
で
開
発
の
可
能
性
を
探

っ
て
い
く
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
今
後
、

交
通
環
境
が
向
上
し
、
新
た
な
土
地
利
用

問
消
防
団
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
防
災
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
中
で
、
①
平
成
二
十
五
年
十
一
月

八
日
付
の
消
防
団
員
確
保
に
係
る
総
務
大

臣
書
簡
に
あ
る
「
市
職
員
が
み
ず
か
ら
率

先
し
て
、
消
防
団
に
参
加
す
る
よ
う
、
市

に
は
そ
の
促
進
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
、
直
接
要
求
に
対
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
新
規
採
用
職
員
の
現
場
研
修
と
し

て
、
期
限
を
区
切
り
入
団
し
て
も
ら
う
こ

と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
②
女
性
消
防
団

員
が
地
域
の
各
分
団
へ
入
団
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
市
長
／
①
本
市
の
消
防
団
に
は
現
在

四
十
二
人
の
公
務
員
が
在
籍
し
、
そ
の
う

が
見
込
ま
れ
る
地
区
な
ど
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
に
対
す
る
規
制
緩
和
等
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
土
地
利
用

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
民
間
活
力
の

さ
ら
な
る
導
入
も
不
可
欠
と
考
え
、
中
央

公
園
や
狩
野
川
の
河
川
敷
及
び
水
面
の
活

用
な
ど
に
つ

い
て
、
民
間

の
知
恵
を
取

り
入
れ
、
柔

軟
な
発
想
で

ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て

い
く
。

ち
十
七
人
が
本
市
の
職
員
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
研
修
と
し
て
、
命
令
で
入
団
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
適
切
で
は
な
い
と
考

え
る
が
、
市
職
員
が
消
防
団
へ
入
団
す
る

こ
と
は
非
常
に
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

文
書
等
で
の
入
団
促
進
の
呼
び
か
け
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。
②
現
在
、
女
性
消
防

団
員
に
つ
い
て
は
、
団
本
部
付
の
女
性
消

防
団
紫
明
隊
と
し
て
、
防
火
広
報
や
応
急

手
当
て
講
習
、
住
宅
防
火
診
断
な
ど
の
後

方
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

後
、
女
性
消
防
団
員
が
地
域
の
各
分
団
に

お
い
て
、
現
場
の
第
一
線
で
働
く
こ
と
も

想
定
し
、詰
所
の
整
備
な
ど
を
含
め
調
査・

研
究
し
て
い
く
。

植
松

　恭
一

江
本
　浩
二

躍動感あるまちづくりを消防団員の確保対策は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
十
二
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、

市
長
の
平
成
二
十
六
年
度
施
政
方
針
に

対
す
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
七
つ
の

会
派
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

自
民
沼
津

未
来
の
風

問
高
齢
化
が
進
み
、
自
家
用
車
を
利
用

で
き
な
く
な
る
人
口
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
中
、
本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
確
保

と
充
実
の
た
め
の
施
策
は
。

答
市
長
／
公
共
交
通
の
う
ち
、
バ
ス
利

用
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
バ
ス
交

通
の
持
続
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
本

市
で
は
運
行
事
業
者
と
連
携
を
図
り
、
住

民
生
活
の
実
情
に
即
し
た
運
行
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
の
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
採
算

性
、
効
率
化
を
視
野
に
入
れ
た
デ
マ
ン
ド

方
式
の
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
運
行
事
業
者
の
独

自
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
一
乗
車

百
円
で
利
用
で
き
る
高
齢
者
向
け
割
引
定

期
券
「
楽
々
パ
ス
」
や
、
通
勤
定
期
を
所

持
し
て
い
る
本
人
の
家
族
が
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
休
日
、
一
定
の
路
線
に
限
り
、

一
乗
車
百
円
で
利
用
で
き
る
「
環
境
定
期

券
」
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

周
知
、
普
及
を
進
め
て
い
る
。
今
後
に
お

い
て
も
、
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
運

行
事
業
者
と
と

も
に
市
民
が
利

用
し
や
す
い
、公

共
交
通
体
系
を

研
究
し
て
い
く
。

鈴
木
　秀
郷

公共交通の利便性向上は 市
民
ク
ラ
ブ

▲戸田・西浦地区デマンド
　タクシー（ふじみgo！）

▲狩野川水面活用の一例
　（カヤック体験）

［
代
表
質
問
］
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問
施
政
方
針
で
は
、
貧
困
が
次
世
代
へ

連
鎖
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。
今
ほ
ど

憲
法
第
二
十
五
条
に
基
づ
く
市
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
と
考
え
る

が
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
断
ち
切
る
た

め
に
、
本
市
が
実
施
す
る
福
祉
政
策
は
。

答
市
長
／
貧
困
と
格
差
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
る
が
、
こ
の
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
抜

本
的
に
断
ち
切
る
た
め
に
、
本
市
が
独
自

に
で
き
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
。
社
会
保
障
全
体
を
ど
う
考

え
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
政
の
大
き
な
選

択
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
と
は

問
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
開
業
に
当
た
り
、

①
学
会
や
展
示
会
等
を
開
催
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
誘
致
状
況
は
。
②
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
来
訪
者

の
沼
津
駅
南
口
方
面
へ
の
誘
導
は
。
③
ア

フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
充
実
は
。

答
市
長
／
①
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
開
業
に

向
け
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
県
、
市
、

静
岡
県
東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

ー
ロ
ー
等
が
連
携
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

等
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日

本
脳
低
温
療
法
学
会
や
全
国
自
治
会
連
合

会
総
会
な
ど
、
多
様
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
②
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
来
訪
者
の
沼
津
駅
南
口
方
面
へ
の
誘
導

施
策
と
し
て
、
来
訪
者
向
け
の
周
辺
マ
ッ

問
ぬ
ま
づ
の
宝
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
①
シ
テ
ィ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
。
②
ぬ
ま

づ
の
宝
一
〇
〇
選
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
全
国
に
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
交
流
人
口
及
び
定
住
人
口
の
増
加
、

さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
力
強
く
推
進
す
る
た

め
の
市
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
シ
テ
ィ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
中
で
、
取
り
組
み
方
針
や
具
体
的
な

手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

問
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
に
向

け
、
①
組
織
体
制
の
強
化
と
と
も
に
重
要

と
な
る
人
材
育
成
に
対
す
る
認
識
は
。
②

歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
①
人
材
育
成
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
風
通
し
の

よ
い
職
場
づ
く
り
な
ど
、
行
政
の
組
織
風

土
改
革
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
図
る
研
修
等
を
進
め
て
き
た
。
さ

ら
に
、
職
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
効
率

化
を
目
的
と
し
て
、
職
員
の
創
意
工
夫
に

よ
る
提
案
を
求
め
る
職
員
提
案
制
度
を
、

新
規
採
用
職
員
や
臨
時
職
員
を
含
む
全

職
員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後

い
え
、
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て
、
き
め

細
や
か
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
、

さ
ら
に
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
的
確

な
支
援
を
進
め
て
い
く
中
で
、
子
育
て
環

境
の
整
備
、
障
害
者
・
高
齢
者
の
就
労
や

社
会
参
画
の
促
進
、
生
活
困
窮
者
へ
の
就

労
支
援
や
貧
困
の
連
鎖
防
止
対
策
等
、
地

域
住
民
や
事
業
者
な
ど
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
働
し
て
、
と
も
に
支
え
合
う
地
域

社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
憲
法
第
二
十
五
条
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
の
安
心
安
全

を
確
保
し
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

よ
う
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
い
く
。

プ
の
作
成
の
ほ
か
、
駅
北
口
か
ら
駅
南
口

方
面
へ
の
ル
ー
ト
を
案
内
す
る
看
板
の
充

実
や
、
駅
北
口
広
場
に
市
内
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
す
る
掲
示
板
の

設
置
等
を
行
っ
て
い
く
。
③
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
等
に
つ
い
て
、
県

東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
伊
豆
・
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
を

貸
し
切
っ
た
夜
の
水
族
館
で
の
懇
親
会
や
、

伊
豆
箱
根
鉄
道
の
電
車
を
貸
し
切
り
に
し

た
車
内
懇
親
会
等
、
本
市
の
み
な
ら
ず
県

東
部
地
域
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
東
部
地
域
の

自
治
体
と
連
携
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

考
え
て
い
る
。
②
ぬ
ま
づ
の
宝
一
〇
〇
選

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
間
や
地
域
単
位
で

徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
ま
だ

浸
透
度
も
低
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
り
組

み
を
喚
起
す
べ
く
、
平
成
二
十
六
年
度
に
、

ぬ
ま
づ
の
宝
一
〇
〇
選
の
再
選
考
を
実
施

す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を

進
め
つ
つ
、
沼

津
ブ
ラ
ン
ド
の

定
着
を
図
り
、

全
国
に
向
け
た

情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
②
歳
入
確
保
に
向
け
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
初
め
と
す

る
広
告
事
業
や
市
有
財
産
の
売
却
・
貸
し

付
け
等
を
進
め
て
き
た
。
平
成
二
十
五
年

度
に
は
、
歳
入
確
保
の
推
進
及
び
本
市
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利

用
し
た
一
万
円
以
上
の
寄
附
者
を
対
象
に
、

沼
津
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
取
り
組
み
を

開
始
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
は
、
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
や
各
種
通
知
書
の
送
付
用
封

筒
、
市
立
図
書
館
の
雑
誌
カ
バ
ー
へ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
制
度
の
導
入
等
、
さ
ら
な
る
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
く
。

川
口

　三
男

深
瀬

　勝

城
内
　務

千
野
　慎
一
郎

貧困と格差の拡大を断ち切るための
福祉施策は

プラサヴェルデオープンに向けた
ＭＩＣＥ戦略は

ぬまづの宝を活用した効果的な
シティープロモーションをを

さらなる行財政改革の推進を

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

公
明
党

志
政
会

新
政
会

▲ぬまづの宝の一つである
　明治45年架橋の御成橋

7 ＊ぬまづ市議会だより　№ 201


